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Nitidulid beetles (Coleoptera: Nitidulidae) collected from the old-growth evergreen broadleaf forests 

and the Cryptomeria japonica plantations in Yakushima, the Ryukyus, Japan
Takeo Yamauchi and Sadatomo Hisamatsu

はじめに
生物多様性の保全が重要な課題として認識され

るようになるにつれ，我が国の森林においても伐
採後の時間経過や植林化にともなう昆虫群集の変
遷について研究が行われてきた（例えば，前藤・
槇原 , 1999; 佐山ら , 2005, 2007; 末吉ら , 2003）．こ
うした研究の大部分は温帯落葉樹林帯で実施され，
多くの知見が蓄積されつつあるが，照葉樹林帯な
どといった他の樹林帯における研究は非常に少な
い（例えば，Maetô et al., 2002; 溝田・今坂 , 1997）．
また，我が国では，原生林が限られた地域にしか
残されていないため，厳密な意味での原生林との
比較研究もほとんど行われていない．

ケシキスイ科（以下，ケシキスイ類）は，極地
を除く全世界に分布し，約 3,500 種が記載されてい
る（久松定智，未発表）．本科の食性は，菌食，花食，
樹液食，捕食，腐肉食，果実食，葉食，癭食，好
蟻性などと多様で（久松 , 1973; Kirejtshuk, 1998），
さまざまな環境に食性を変化させて適応してきた
一群であるといえる．世界的にはケシキスイ類が
森林環境の指標生物として有用であることが指摘
されている（例えば，Zeran et al., 2006）が，我が
国ではケシキスイ類の環境指標性に関する研究は
なされていない．

本研究では，照葉樹原生林とその近隣のスギ人
工林に生息するケシキスイ類を非誘引式トラップ

（Townes 型マレーズトラップと IBOY 式ウインドウ
トラップ）によって捕獲し，ケシキスイ類の環境
指標性を検討した．

材料と方法
1) 調査地

調査は屋久島で実施し，西部地域と東部地域
に お い て 低 山 地（ 標 高 150–250 m） の 原 生 的 照

葉樹林（OW，OE）とその近隣の約 40 年生スギ
Cryptomeria japonica 人工林（CW，CE）に昆虫捕
獲用のトラップを設置し，さらに広標高域（標高
1,200 m）にある常緑針広混交老齢林（OH）にも昆
虫捕獲用のトラップを設置した（Fig. 1）．西部地域
と東部地域では，原生的照葉樹林とスギ人工林は
連続した森林の一部で，もう一方のタイプの森林
から 100 m 以上離れている．ただし，西部ではス
ギ人工林の所々に二次林が混在している．各調査
地の詳細は Table 1 に示すとおりである．なお，調
査を行なったスギ人工林はどちらも民有林で，間
伐が行われているため林床は明るい．また，調査
を行なった原生的照葉樹林では，国有林施業の記
録に伐採履歴がみられない．高標高域の常緑針広
混交老齢林では，江戸時代に択伐の記録がある．

Fig. 1．調査地．

略号 地名 森林のタイプ 標高 (m)
CE 愛子岳 約40年生スギ人工林 150
CW かんかけ 約40年生スギ人工林 220
OE 愛子岳 原生的照葉樹林 170
OW 半山 原生的照葉樹林 250
OH 荒川 常緑針広混交老齢林 1,200

Table 1．調査地点の説明．
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2) 採集と同定
調査には，Townes 型マレーズトラップと IBOY

式ウインドウトラップ（透明衝突板付き黄色バケ
ツトラップ）を用いた（Fig. 2）．

Townes 型マレーズトラップは，両側に高さ 1.8 m，
長さ 1.8 m の開口部をもつもので，捕虫瓶には殺虫
および試料保存のため 70％エタノールに少量のエ
チレングリコールを加えたものを用いた．これを 5
つの調査地点に 3 機ずつ約 20 m 間隔で設置した（合
計 15 機）．マレーズトラップは，2006 年 7 月から
2008 年 3 月まで連続して設置し，ほぼ 30 日に 1 回
ずつ試料の回収を行った． 

IBOY 式ウインドウトラップは，口径 36 cm の黄
色いバケツ部分の上に透明なアクリル製衝突板を十

字に組んだもので，水 1.5ℓ に界面活性剤として中
性洗剤約 10 mℓ を加え，さらに試料保存のため約
10% 酢酸水溶液を加えた．このウインドウトラップ
を地上約 30 cm の高さに吊り下げた．ウインドウト
ラップは，2006 年 7 月から 2008 年 2 月までの各月
の後半に 3 日間のみ設置し，試料の回収を行った．

各トラップで得られた試料は研究室へ持ち帰っ
て乾燥標本を作成し，同定・計数した．ケシキス
イ類の和名は久松（1985）に，学名と亜科の配列
は Jelínek & Audisio (2007) にしたがった．属および
種はアルファベット順に配列した．

3) 統計解析
それぞれの地点における種多様度指数を算出す

るにあたり，対数逆 Simpson 指数（log (1/D)）を計
算した．指数の算出は以下の式によった．

log (1/D) = log Σ [N (N － 1)] / [Ni (Ni － 1)]
N は総個体数，Ni は i 番目の種の個体数を表す．

原生的照葉樹林とスギ人工林における捕獲個体
数の比較には，χ2 検定を用いた．Fig. 2．設置したトラップ.  A: マレーズトラップ. B: ウインド

ウトラップ．

CE CW OE OW OH
150 m alt. 220 m alt. 170 m alt. 250 m alt. 1200 m alt.

Malaise trap
Epuraeinae

*ヒメヒラタケシキスイ Epuraea domina 1 1 1 3
*ムナクボヒラタケシキスイ Epuraea foveicollis 12 24 4 2 3 45
マメヒラタケシキスイ Epuraea paulula 1 1
*モンチビヒラタケシキスイ Epuraea ocularis 4 1 5

Cryptarchinae
ナミモンコケシキスイ Cryptarcha strigata 1 1

Nitidulinae
ドウイロムクゲケシキスイ Aethina aeneipennis 1 1
クロヒラタケシキスイ Ipidia variolosa 8 1 9
*ヒメアカマダラケシキスイ Phenolia sadanarii 1 1
カバイロケシキスイ Phenolia amplificator 3 3
*クロモンカクケシキスイ Pocadius nobilis 1 1
キマダラケシキスイ Soronia grisea 2 2
*マルキマダラケシキスイ Stelidota multiguttata 3 1 3 7

Malaise trap 合計 21 27 14 11 6 79
Window trap

Epuraeinae
*ヒメヒラタケシキスイ Epuraea domina 1 1
*ムナクボヒラタケシキスイ Epuraea foveicollis 1 2 5 1 9
*モンチビヒラタケシキスイ Epuraea ocularis 1 1

Nitidulinae
ウスオビキノコケシキスイ Pocadites dilatimanus 1 1 1 3
*クロモンカクケシキスイ Pocadius nobilis 1 1
*マルキマダラケシキスイ Stelidota multiguttata 1 1 2

Window trap 合計 2 2 4 8 1 17
総合計 23 29 18 19 7 96

*屋久島新記録種

合計学名標準和名
調査地点

Table 2．屋久島の山地に設置したマレーズトラップとウインドウトラップで捕獲されたケシキスイ類の個体数．
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結果
調査地全体で捕獲したケシキスイ類は，マレー

ズトラップでは 12 種 79 個体，ウインドウトラッ
プでは 6 種 17 個体で，合計 13 種 96 個体であった

（Table 2）．捕獲個体数がもっとも多かったのはムナ
クボヒラタケシキスイ Epuraea (Epuraea) foveicollis 
Reitter で，全個体数の 56.3% を占めた．クロヒラ
タケシキスイ Ipidia (Ipidia) variolosa (Reitter) とマル
キマダラケシキスイ Stelidota multiguttata Reitter が
これに次いだ（どちらも 9.4%）．

カ バ イ ロ ケ シ キ ス イ Phenolia (Plesiothina) 
amplificator (Hisamatsu)，ヒメアカマダラケシキス
イ Phenolia (Lasiodites) sadanarii (S-T. Hisamatsu)，
ド ウ イ ロ ム ク ゲ ケ シ キ ス イ Aethina (Aethina) 
aeneipennis Reitter，クロヒラタケシキスイ，キマダ
ラケシキスイ Soronia grisea (Linnaeus)，ナミモンコ
ケシキスイ Cryptarcha strigata (Fabricius)，マメヒラ
タケシキスイ Epuraea (Haptoncurina) paulula Reitter
の 7 種はマレーズトラップのみで捕獲された．一方，
ウ ス オ ビ キ ノ コ ケ シ キ ス イ Pocadites dilatimanus 
(Reitter) はウインドウトラップのみで捕獲された．

原生的照葉樹林のみで捕獲された種は，カバイ
ロケシキスイ，ヒメアカマダラケシキスイ，クロ
ヒラタケシキスイ，ナミモンコケシキスイ，マメ

ヒラタケシキスイの 5 種であった．スギ人工林の
みで捕獲された種は，クロモンカクケシキスイの
みであった．また，標高 1,200 m の常緑針広混交
老齢林のみで捕獲された種は，ドウイロムクゲケ
シキスイとキマダラケシキスイの 2 種であった．
捕獲個体数がもっとも多かったムナクボヒラタケ
シキスイは，原生的照葉樹林に比較してスギ人工
林で有意に多くの個体が捕獲された（P ＜ 0.0001, 
CE+CW vs OE+OW）．

ムナクボヒラタケシキスイの季節消長を Fig. 3 に
示した．本種は，晩秋から早春にかけて捕獲された．
捕獲個体は少ないが，キマダラケシキスイ，ヒメ
ヒラタケシキスイ，およびマメヒラタケシキスイ
も同様の季節にのみ捕獲された．

調査地点ごとの種数，個体数，多様度指数を比
較した（Table 3）．種数では OW が，個体数では
CW がもっとも高い数値を示した．一方，種数と個
体数の両方とも OH でもっとも低い数値を示した．
多様度指数は OW がもっとも高く，CW がもっと
も低かった．

考察
屋久島のケシキスイ相については中根（1984）や

久松（1985）などの報告があり，現在までに 24 種

Fig. 3．屋久島低山地（CE，
CW，OE，OW）のマ
レーズトラップで捕獲
されたムナクボヒラタ
ケシキスイの個体数の
推移．

Table 3．調査地点における種数，個体数，多様度指数．

CE CW OE OW OH
150 m alt. 220 m alt. 170 m alt. 250 m alt. 1200 m alt.

種数 6 4 6 8 3
個体数 23 29 18 19 7
多様度指数（log (1/D)） 0.5223 0.1660 0.5512 0.7559 0.4771

調査地点
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が記録されている．本調査で捕獲された 13 種のう
ち6種は屋久島から初めて記録された（Table 2参照）．

ケシキスイ類は，マレーズトラップよりも黄色
ウインドウトラップで捕獲効率が高い可能性が指
摘されている（今ら , 2004a, 2004b, 2005, 2006）．本
調査においても，ウインドウトラップ設置期間は，
マレーズトラップ設置期間の 1/10 程度であるにも
かかわらず捕獲個体数は 1/5 強であることから，今
ら（2004a, 2004b, 2005, 2006）と矛盾しない．また，
ウスオビキノコケシキスイはウインドウトラップ
のみで捕獲されたことから，本種は黄色に誘引さ
れるか，あるいはマレーズトラップでは採れにく
い種であると推測される．

原生的照葉樹林で捕獲された Phenolia 属の 2 種
のうち，ヒメアカマダラケシキスイはシイ・カシ
等の照葉樹林帯の落葉下に生息することが知られ
ている（Hisamatsu, 2005）．一方，カバイロケシキ
スイの生態については知見が少ないものの，照葉
樹林帯に生息する昆虫であることが示唆された．
キマダラケシキスイとナミモンコケシキスイはク
ヌギやアベマキなど広葉樹の樹液に集まり，クロ
ヒラタケシキスイは朽木や，サルノコシカケ等の
多孔菌で見られる（久松 , 1973, 1985）．これらの種
は，今回の調査でもスギ人工林からは記録されな
かった．

調査地点ごとの個体数を比較すると，スギ人工
林の 2 地点（CE+CW）はどちらも，原生的照葉
樹林の 2 地点（OE+OW）よりも多かった．これ
は，ムナクボヒラタケシキスイがスギ人工林で多
く捕獲されたことが理由といえる．同様に，スギ
人工林では，ムナクボヒラタケシキスイが捕獲さ
れる割合が高いために，原生的照葉樹林の 2 地点

（OE+OW）よりも多様度指数が低い値となってい
るといえる．ムナクボヒラタケシキスイは全ての
調査地点で採集されているが，スギ人工林で有意
に多く捕獲されている．本種の生態についての知
見は皆無だが，今回の採集状況から判断して，ス
ギ林に特徴的な種であると考えられる．

本調査により，我が国においてもケシキスイ類が
森林環境の指標性を有する可能性が示唆された．日
本産ケシキスイ類は同定が比較的容易であることか
ら，こうした知見が集積されることで将来的には環
境指標生物として利用可能であると考えられる．
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【短報】トカラ列島諏訪之瀬島におけるタマムシ科
の採集記録 

筆者は，2012 年 7 月にトカラ列島の諏訪之瀬島
を訪れ，タマムシ類の調査をすることができたの
で，その結果を報告する．秋山・大桃（1997）の
日本産タマムシ科チェックリスト，およびその後
の筆者の知見でも，これまで諏訪之瀬島における
タマムシ科の採集記録はないと思われる．訪れた
諏訪之瀬島の植生はトカラ中之島とよく似ている．
しかし，中之島で見られる多くの種類は採集でき
なかった．

報告に先立ち，今回のトカラ列島での調査・採
集の許可を頂いた十島村役場の方々，および親切
にご協力頂いた島民の方々に感謝申し上げる．

(1)ウバタマムシ 基準亜種 Chalcophora japonica 
japonica (Gory, 1841) 

1♂, 鹿児島県鹿児島郡十島村諏訪之瀬島 , 14. vii. 
2012, 筆者採集 ; 1♀, 同一採集地 , 15. vii. 2012, 筆者
採集 .

(2 )クリタマムシ  トカラ中之島亜種Toxosce lus 
auriceps tokarensis Y. Kurosawa, 1977（図１）

1♂, 同 一 採 集 地 , 14. vii. 2012, 筆 者 採 集 ; 
5♂♂2♀♀, 同一採集
地 , 15.vii.2012, 筆
者採集 .

(3)ネムノキナガタ
マムシAgrilus 
subrobustus E. 
Saunders, 1873

4♂♂1♀♀, 同一採
集 地 , 14. vii. 2012, 
筆者採集 ; 1♂, 同一
採集地 , 15.vii.2012, 
筆者採集 .

諏訪之瀬島のク
リタマムシは，色
彩 の 傾 向 と し て，

前胸背が赤紫色の光沢を持ち，鞘翅全体が赤紫色
または真鍮色の弱い光沢を持つ焦げ茶色である．
一方，中之島のクリタマムシでは，体面の上部全
体がわずかに赤紫色の光沢を帯びた黒色である

（Kurosawa, 1977）．黒沢は，トカラ中之島亜種の特
徴として，雄の腹端の両側が弧状にえぐれている
ことを挙げている (Kurosawa, 1977)．諏訪之瀬島の
個体の雄では，この腹端のえぐれがトカラ中之島
の個体の雄よりもやや強く，かつ明瞭である．こ
れらの差異はあるが，トカラ中之島亜種の特徴を
持っていることから，ここではトカラ中之島亜種
とした．

諏訪之瀬島では，アヤムネスジタマムシの食樹
であるホルトノキをスイーピングしてもこの種は
採集できず，またムネアカチビナカボソタマムシ
の食樹であるアカメガシワをスイーピングしても
同様にこの種を採集できなかった．これらの種は，
中之島では普通に見られる種である．その他の中
之島に生息するタマムシ科の個体も，諏訪之瀬島
では採集できなかった．このことから，諏訪之瀬
島に生息するタマムシ科の種は，中之島に生息す
る種の部分集合であるように思われる．また，諏
訪之瀬島の活火山である御岳の山麓では，木の葉
上に火山灰が積もっており，火山活動も活発であ
ることから，諏訪之瀬島で生息するタマムシ科の
種が限定されている原因としては，火山の噴火お
よび降灰などによる種の絶滅があったのではない
かと考えられる．
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図１．クリタマムシ トカラ中之島
亜種♂（諏訪之瀬島産）．


